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土質：砂質土系
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※舗装厚は現況のとおり復旧。

　上層路盤工(t=10cm)

　下層路盤工(t=20cm)

平成２６年度　　　耐震性貯水槽設置工事

箕輪町　沢
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３二次製品耐震性貯水槽（４０ｍ　）明細書

認　定　番　号

備　考数　量細　　　目

型　式　記　号

８　本ＳＢＰＲ－９３０／１０８０－φ１３，Ｌ＝３２６５　縦締ＰＣ鋼棒

吸管投入孔
ナット，ワッシャー 及び受枠用６　組

Ｍ２０ボルト，ワッシャー 集水ピット用１０組

縦締用

縦締用

２　組

８　組

４　個

φ６００

φ１３用

吸管投入孔ブロック

　　個

２　個

　　個

　　個

２　個

２　個

１　個 切欠付

背面版

人孔型

φ６６０，Ｈ＝５０３

φ６０５，Ｈ＝

φ６０５，Ｈ＝

３０００×２２００×　３３３

３０００×２２００×１９８０

３０００×２２００×１９８０

集水ピットブロック

吸管投入孔ブロック

　Ｄ　ブロック

　Ｃ　ブロック

　Ｂ　ブロック

耐－０００１１－１号

Ｈｄ　＝　０．１　～　１．０　ｍ

型Ｎ－０．１／１．０

２１０　ｋＮ／ｍ　　　，　Ｔ－２０

鉄筋φ１６（Ｍ１６ネジ切り），又は全ネジボルトＭ１６

φ１３用　ナット，ワッシャ－，アンカープレート

型Ｎ－０．１／１．０

ＡＳＨ３２２Ｃ－

ＡＳＨ３２２Ｃ－

Ｓ＝１／３０二次製品耐震性貯水槽（４０ｍ ）　構造図
３

基礎コンクリ－ト

敷モルタル

砕石又は栗石

基礎コンクリ－ト

敷モルタル

砕石又は栗石

Ⅱ型（道路用）

４０　ｍ３容　　　　　量

設　置　場　所

荷　　　　　重

土かぶり

主　　材　　料

　ＦＲＰ梯子

　カップラ－

　定　着　具

　取付用金具

　受枠及び蓋

　取付用金具

参 考 図

※　吸管投入孔ブロックの数量は土かぶりにより決定する。

※　吸管投入孔及び、集水ピットの位置は変更可能。打ち合わせを必要とする。

※　ＦＲＰ梯子はオプション取付とし、梯子の有無、数量及び位置は打合せを必要とする。
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　５未満

Ｎ　値

基礎コンクリートについて

地盤が比較的柔らかい（中位のもの）場合、砂質地盤でＮ値が５以上１０未満、または粘土質地盤でＮ値が５以上８未満であれば、

　水槽の基礎については、基礎地盤の調査を行って地盤の強固な場合は均しコンクリート（無筋コンクリート）を基本とし、

＊鉄筋は、ＳＤ２９５またはＳＤ３４５を使用する。

基礎コンクリートを鉄筋コンクリートとすることで対応できる。また、基礎地盤のＮ値が５未満の場合は検討を要する。

無筋コンクリートとする場合の基礎の形状寸法は、この図面に基づくものとする。

Ｓ＝１／３０二次製品耐震性貯水槽（４０ｍ ）　基礎コンクリート構造図
３

Ａ－Ａ　断　面　図
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（参考） 基礎地盤のＮ値と基礎コンクリートの関係について

基礎コンクリート

均しコンクリート（無筋コンクリート）

鉄筋コンクリート

検討が必要

均しコンクリート（無筋コンクリート）

鉄筋コンクリート

検討が必要

参 考 図

３
０

１
５

０

２
０

０

７
５

５
５

０
１

５
０

２
０

０

３
０

１
５

０

２
０

０

５
０

３

１５０１５０

１０６６

６６０

１２００

２００ ２００

７００６

９２３ １２００ ２７６０ １２００ ９２３

５
５

０
１

５
０

２
０

０

５
０

３

１５０１５０

６６０

１２００

１０６６

基礎コンクリ－ト

敷モルタル

砕石又は栗石

９
３

３

１５０

２００

３０

１５０

２００

２
０

０ １
５

０

５５０

２
０

０

１
２

０
０

５０３

３
８

０
６

１
５

０

１
０

６
６

６
６

０

３
３

３
１

２
０

０
２

２
７

３

敷
モ

ル
タ

ル

基
礎

コ
ン

ク
リ

－
ト

砕
石

又
は

栗
石

基礎コンクリート（18-8-40BB)　V=0.15*3.806*7.006+(1.5*1.5-1.2*1.2)*0.55*2=4.89m3

基礎砕石(RC-40,t=20cm)　A=3.806*7.006=26.7m2

均しコンクリート型枠　A=0.15*((2*3.806)+(2*7.006))+2*(1.2+1.2)*0.55*2=8.5m2


